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学位論文内容の要旨

  本論文は、サハリン島の元流刑囚という出自にもかかわらず、漁業家として日露戦争

まではサハリン島、日露戦争後はカムチャツカ半島の漁場を舞台に活躍し、人生の最終

段階では臨時プリアムール政府特別全権としてカムチャツカ統治者という大きな権カ

を手にするに至った、フリサンフ・プラトーノヴィチ・ピリチという人物の60年余り

の生涯を明らかにしたものである。同時に、ピリチが生きた19世紀後半から20世紀初

頭のロシア極東の一面を明らかにするとともに、日本そして日本人との接点も多かった

ことから、日露関係の従来あまり光の当たらなかった側面をも明らかにしている。

  本論文はビリチという個人に焦点をあてる、いわば伝記的な記述によって、ピリチが

関わった社会や国家の実相を明らかにしようとする立場から書かれている。伝記研究で

は、研究対象の生涯を跡づけるだけでなく、研究対象の生涯をその生きた時代の諸相の

中に位置づけることが問われよう。一般に伝記の手法による歴史叙述はその物語性ゆえ

に、歴史研究と一線を画することも多いが、本論文は日本の同時代の地方紙や口シア各

地のアーカイブ資料を駆使することで説得的な論旨と密度の濃い内容を展開しており、

また日露両国にまたがる様々な地方を時代とともに渡り歩いた経歴ゆえに、社会史、政

治 史 、 国 際 関 係 史 を 重 層 的 に 展 開 し た 跨 境 史 的 な 作 品 と な っ た 。

  ピリチの生涯は三つの章のタイトル「サハリン島」「日本」「カムチャツカ」に大別さ

れるが、より詳しい時期区分は次のような地域の連鎖でもあった。すなわち、第一に出

身地としての帝政口シア南西部ヴォルイ二県の農村であり、第二に流刑囚として、のち

元流刑囚の漁業家として過ごしたサハリンであり、第三に20世紀初頭口シア領事館の

建設用地の売買契約者となった函館、日露戦争で捕虜となったために収容所で過ごした

弘前であり、第四に日露戦争後に参入し成功を収めた事業展開の現場カムチャツカであ

り、第五に革命・内戦初期における事業展開の本拠地ウラジオストクであり、第6に内

戦末期に臨時プリアムール政府特別全権として派遣された政治の舞台カムチャツカで

あり、そして最後に内戦終結の直後に反革命分子として逮捕・処刑されるウラジオスト

クである。本論文は、このように波乱に富んだピリチの生涯を、各時期におけるその内

面的葛藤にまで踏み込んで論じると同時に、彼が過ごした地域、遭遇した場面、直面し

た問題の具体相において見定める、という伝記研究の手法を一貫してとっており、この



点に本論文の大きな特徴がある。

  第 一章「サ ハリン島」では、ピリチの誕生からサハリン流刑までを前史とし、流刑地

に 送 られ る 1880年代 前半から 、1911年8月にサ ハリン 南部のピ リチの 漁場に対 する補

償問 題が解 決するまでの問のピリチとサハリン島との関わりについて、「流刑地サハリ

ン」「サハリン島で迎えた日露戦争」、「戦時中の補償請求ピリチにとっての日露戦争」

の三 つの視 点から明 らかに している 。第一 節では、 1880年代前 半から日露戦争が勃発

す る 1904年 2月ま での約20年 間に焦 点を当て 、ピリ チがサハ リン島 の流刑囚 から元流

刑囚 となり 、金持ち の漁業 家となっ ていく 過程を明らかにした。第二節では、1904年2

月 の 日露 戦 争開 戦から1905年 7月 にピリチ がサハ リン島で 捕虜とな るまで を明らか に

し、 ピリチ にとっての日露戦争について検証した。第三節では、戦後ロシアに帰還する

と、 プリア ムール総督府や漁場の入札等の問題を所管するプリアムール国有財産局が置

かれ ていた ハパ口フスク市に居住し、戦時中、作戦上焼失させられるなどした資産の賠

償をロシア政府に求め、日本政府には失われた漁場の補償を求める過程を明らかにした。

  第二章「日本」では、「弘前の口シア人捕虜収容所」、「ロシア人子女の日本での教育」、

「函 館の口 シア領事館建設」の三つの視点から、来日口シア人としてのピリチの側面や

ピリ チ一家 の日本との接点を明らかにした。第一節は、サハリン島で日露戦争の捕虜と

な っ たピ リ チ が 、1905年 8月 から 12月ま での4力月聞 過ごした 弘前の ロシア人 捕虜収

容所 生活を はじめ、ロシア人捕虜と弘前市民の交流の実相を浮き彫りにした。第二節で

は、 日露戦 争前後、 ビリチ の長女・ 長男・ 次男の3人が、日本（東京）のカトリック系

修道 院付属 寄宿学校に通った事実について触れるとともに、ピリチの子ども以外にも、

サハ リンの 流刑囚の子女の可能性もあるロシア人子女たち十数名が日本（横浜）の寄宿

学校 で学ん でいたと いう事 実に着目 した。 第三節で は、新た に20世紀初頭に函館に建

設が 決まっ たロシア領事館のための用地獲得からはじまる領事館建設、そして帝政口シ

ア時代最後の領事となったレベデフについても言及した。

  第 三章「カ ムチャツカ」では、漁業家と政治家という全く異なる立場でカムチャツカ

に関 わった ピリチを描いた。第一節では、「サハリン島の元流刑囚」というくびきから

解放 され、 カムチャツカの雄大な自然の中で自己のカを最大限発揮し、これまでにない

充実 感を味 わうピリチの姿や、黄金時代を迎えたデンピー商会について、主に同時代人

の 回 想を 基 に明 らかにし た。第 二節では 、1917年の ロシア革 命勃発 直後から 1921年5

月に、メルクー口フが政変で臨時プリアムール政府を樹立するまでを通史的に概観した。

第三 節およ び第四節では、革命後、カムチャツカからウラジオストクに移り住み、商売

に従 事して いたピリチが、オホーツク・カムチャツカ地方臨時プリアムール政府特別全

権と して再 びカムチャツカに赴き、施政に携わるものの、結局は失権し、ウラジオスト

クで 革命軍 によって銃殺刑に処され、生涯を終えるまでの過程を描いた。カムチャツカ

は、 ピリチ の理想や夢を実現させるにふさわしい場所であったかもしれないが、ピリチ

は政治家としての手腕を発揮することはなかった。
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本 論 文 は平 成 23年 3月 31日に提出 された 。本論文 の審査 委員会は 、平成23年4月 15日

に 発足し 、同日に 第1回 、平成 23年5月 9日に 第2回の審査委員会が開かれ、論文内容の

検 討など が行われ た。平成23年6月2日に公開の口頭試問が実施され，同日の第3回審査

委員会において、学位授与の判定がなされた。審査結果報告書の作成のため、第4回と第

5回の審査委員会が平成22年6月2日～6月3日に開かれた。

  まず審査では、本論文の史料面での特徴を中心に次のように評価した。本論文は、日本

の同時代の地方紙や口シア各地のアーカイブ資料を駆使することで、一次資料や同時代文

献を丹念にフオローしており、これらを通じて（とくに革命期のカムチャツカなど）旧来

の研究史の空白を埋めている。また、サハリン島の元流刑囚という出自にもかかわらず、

漁業家として日露戦争まではサハリン島、日露戦争後はカムチャツカ半島の漁場を舞台に

活躍し、人生の最終段階では臨時プリアムール政府特別全権としてカムチャツカ統治者と

いう大きな権カを手にするに至った、フリサンフ・プラトーノヴィチ・ピリチという人物

の60年余りの生涯を伝記というユニークな手法により、ロシア及び日本の社会や国際関係

の諸断面を浮き彫りにした画期的な作品である。

  次に、審査では本論文の独自性や学問的貢献について審議を行い、次のように整理した。

  第一に指摘すべきことは、ピリチという人物を通して、日露戦争中に元流刑囚の果たし

た役割などを明らかにしたことにより、サハリン史の中で流刑囚を再評価するきっかけを

提示したことにある。既に、サハリン国立大学M．Lイシチェンコのように、2007年に発表

した著作の中で、個々の流刑囚の足跡もサハリン史の一部との考えからサハリン史を描く

ことを試み、ピリチについても、「流刑囚」、「金持ちの漁業者」、「日露戦争中の義勇兵隊長」

の三つの特徴を有機的に結びっけながら言及した歴史研究者もいる。しかし今後は、流刑
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囚の視点から帝政期サハリン史を見直し、日露戦争を一流刑囚の視点で捉え直すことも必

要であり、本論文が果たす役割は大きい。

  第二に、19世紀末から20世紀初頭のサハリン島南部あるいはカムチャツカでの漁業に

っいては、これまでの研究では、日本人漁業者の視点から語られることが多かった。本論

文で は、 口シア人の、しかも元流刑囚漁 業家の視点から問題を捉えたことが新しい。

  第三に、本論文はこれまで日本では研究されてこなかった、内戦期のカムチャツカ問題

に焦点を当て、この分野での研究を一歩進めたことである。口シアにおいては近年、地元

の研究者によって、郷土史研究の枠内で内戦期のカムチャツカについて研究が行われてき

ている。VP．プストヴィトのように、ソ連時代そしてソ連崩壊後も長い間空白となってい

た郷土史研究は、地元研究者の手によって進めなければならないとの考えのもとに未公開

史料を駆使して長文の論文を発表している研究者もいる。しかし、日本では、内戦期のカ

ムチャツカ研究は進んでおらず、内戦期のカムチャツカ政情全般について概観した研究は、

本論文が初めての試みである。また、本論文で取り上げた臨時プリアムール政府特別全権

ピリチ統治下のカムチャツカ情勢については、カムチャツカの研究者による先行研究や同

時代のロシア人の論考のみならず、帝国海軍が取りまとめた報告書や日本外務省の記録な

ど、日本側史料も交えているため、カムチャツカの研究者の参考になり、この点でも貢献

していると言えよう。

  第四に、ピリチの生活拠点は、「サハリン」、「函館」、「弘前」、「ウラジオストク」、「カ

ムチャツカ」と、数か所に及んだが、それらは主として「漁業」というキーワードでーつ

に結ばれていた。しかし、．これまでの口シアでのピリチ研究では、それぞれの地域の郷土

史家が、自分の地域と関わる中で問題を明らかにしてきたに過ぎなかった。本論文は、個々

の地域でのピリチの足跡をーっにまとめたもので、初めてのピリチ研究であるが、同時に、

これらの「北の海」がーつの生活圏、そして経済圏として存在していたことを、ビリチと

いう一人の人物の生涯を通して証明するものである。

  以上の審査の結果、本審査委員会では一致して、申請者に博士（学術）の学位を授与す

ることが妥当であるとの結論に達した。
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